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(57)【要約】
【課題】ユーザと演技者あるいは競技者との一体感を向
上させる。
【解決手段】複数の移動体の各々に取り付けられた撮像
装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得部（３
１）と、上記撮像画像取得部が取得した各撮像画像から
、制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選択する選
択部（３２）と、上記選択部が選択した撮像画像を表示
する表示部（３３）とを備える携帯型表示装置（３０）
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の移動体の各々に取り付けられた撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像
取得部と、
　上記撮像画像取得部が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画
像を選択する選択部と、
　上記選択部が選択した撮像画像を表示する表示部と
を備えていることを特徴とする携帯型表示装置。
【請求項２】
　撮像部と、
　上記撮像部が撮像した撮像画像を参照して上記制限情報を生成する制限情報生成部と
を更に備えていることを特徴とする請求項１に記載の携帯型表示装置。
【請求項３】
　上記表示部が表示する撮像画像を撮像した撮像装置が取り付けられた移動体の位置情報
を取得する位置情報取得部
を更に備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載の携帯型表示装置。
【請求項４】
　上記位置情報取得部が取得した位置情報である第１の位置情報と、当該携帯型表示装置
の位置を示す位置情報である第２の位置情報とを参照して、当該第１の位置情報が示す位
置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する相対位置算出部
を更に備えていることを特徴とする請求項３に記載の携帯型表示装置。
【請求項５】
　上記移動体は、人又は動物であることを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載
の携帯型表示装置。
【請求項６】
　複数の移動体の各々に取り付けられた撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像
取得部と、
　上記撮像画像取得部が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画
像を選択する選択部と、
　上記選択部が選択した撮像画像を携帯型表示装置に供給する画像供給部と
を備えていることを特徴とする画像供給装置。
【請求項７】
　上記制限情報を取得する制限情報取得部
を更に備えていることを特徴とする請求項６に記載の画像供給装置。
【請求項８】
　上記選択部が選択した撮像画像を撮像した撮像装置が取り付けられた移動体の位置情報
を取得する位置情報取得部
を更に備えていることを特徴とする請求項６又は７に記載の画像供給装置。
【請求項９】
　上記位置情報取得部が取得した位置情報である第１の位置情報と、上記携帯型表示装置
の位置を示す位置情報である第２の位置情報とを参照して、当該第１の位置情報が示す位
置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する相対位置算出部
を更に備えていることを特徴とする請求項８に記載の画像供給装置。
【請求項１０】
　上記移動体は、人又は動物であることを特徴とする請求項６から９の何れか１項に記載
の画像供給装置。
【請求項１１】
　複数の移動体の各々に取り付けられた撮像装置と、画像供給装置と、携帯型表示装置と
を含む表示システムであって、
　上記画像供給装置は、
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　　上記各撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得部と、
　　上記撮像画像取得部が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像
画像を選択する選択部と、
　　上記選択部が選択した撮像画像を携帯型表示装置に供給する画像供給部と
を備えており、
　上記携帯型表示装置は、
　　上記選択部が選択した撮像画像を取得する撮像画像取得部と、
　　上記撮像画像取得部が取得した撮像画像を表示する表示部と
を備えていることを特徴とする表示システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載の携帯型表示装置としてコンピュータを機能させるためのプログラムで
あって、上記選択部としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項６に記載の画像供給装置としてコンピュータを機能させるためのプログラムであ
って、上記選択部としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型表示装置、画像供給装置、表示システムおよびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、視聴者は、その場の臨場感を高めながらその現場状況を得るために、演技場内外
の部屋の内部に備えられたＴＶ（液晶テレビなどの薄型テレビ等）で視聴したり、または
場外券売場あるいは公的場所に設置された大型表示装置で視聴したりをすることが多かっ
た。
【０００３】
　例えば、特開２０１５-１９８４４３（特許文献１）には、個人所有のチケット上にラ
イブカメラにより撮影したライブ映像を重ねて表示することが記載されている。特許文献
１では、例えばスマートフォンのカメラで音楽コンサートのチケットを撮影すると、この
チケット映像に重ねてコンサート出演者の現時点での楽屋風景の映像を表示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５-１９８４４３（２０１５年１１月９日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された技術の場合、ユーザと演技者との一体感を
向上させるという側面において、さらに改善の余地がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一実施形態に係る携帯型表示装置は、複数の移動体
の各々に取り付けられた撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得部と、上記
撮像画像取得部が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選
択する選択部と、上記選択部が選択した撮像画像を表示する表示部と、を備えている。
【発明の効果】
【０００７】
　演技者又は競技者と距離感があっても、視聴者が携帯型表示装置を通じて、演技者又は
競技者と一体化となった臨場感を共有できる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】本発明の実施形態１に係る表示システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態１に係る表示システムの変形例の構成を示すブロック図である
。
【図３】本発明の実施形態２に係る表示システムの構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態２に係る表示システムの変形例の構成を示すブロック図である
。
【図５】本発明の実施形態に係る表示システムにおいて情報の送信、受信する構成を説明
する模式図である。
【図６】本発明の実施形態に係る携帯型表示装置の表示画面を示す図である。
【図７】本発明の実施形態１に係る表示システムにおける視聴者がコーチである場合を示
す模式図である。
【図８】本発明の実施形態１に係る表示システムの変形例の構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
〔実施形態１〕
　以下、図１を参照しながら本実施形態について説明する。
【００１０】
　＜表示システムの構成＞
　図１は、本実施形態に係る表示システム１の構成を示すブロック図である。図１に示す
ように、表示システム１は、撮像装置１０と、撮像画像供給装置２０と、および携帯型表
示装置３０とを備えて構成されている。
【００１１】
　撮像装置１０は、複数の移動体（人又は動物であり、本実施形態においては一例として
演技者、競技者又は競争馬）の各々に取り付けられている。複数の移動体の目線から見た
撮像画像Ａ（静止画像または動画像）を撮像する。撮像装置１０は、例えば可視光領域の
小型カメラであるが、本実施形態はこれに限定されるものではない。撮像装置１０は、撮
像した撮像画像Ａを撮像画像供給装置２０に供給する。
【００１２】
　また、不図示であるが、撮像装置１０においては、自身の位置を検出する位置検出部を
備え、検出された自身の位置情報（以下、第１の位置情報と呼称する）も撮像画像供給装
置２０に供給する。また、一例として、上記位置検出部はＧＰＳ（Global Positioning S
ystem）受信機であるが、本実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、位置検
出部は、さらにその精度を向上させるためにＤＧＰＳ（Differential Global Positionin
g System）受信機であることが好ましく、またさらに屋内位置情報を取得できるためにＩ
ＭＥＳ（Indoor MEssaging System）方式ＧＰＳ受信機であることが好ましい。
【００１３】
　撮像画像供給装置２０は、上記撮像装置１０から上記撮像画像Ａと、上記第１の位置情
報とを受信する。そして、撮像画像供給装置２０は、上記撮像画像Ａと、上記第１の位置
情報とを下記の携帯型表示装置３０の撮像画像取得部３１と、位置情報取得部３６とにそ
れぞれ供給する。
【００１４】
　図１に示すように、携帯型表示装置３０は、撮像画像取得部３１と、選択部３２と、表
示部３３と、撮像部３４と、制限情報生成部３５と、位置情報取得部３６と、相対位置算
出部３７と、および位置検出部３８とを備えて構成されている。
【００１５】
　また、携帯型表示装置３０は高画素密度のディスプレイから成り、例えば有機ＥＬマイ
クロディスプレイ、液晶ディスプレイ、マイクロＬＥＤ、ＧａＮ ｏｎ Ｓｉ ＬＥＤ、マ
イクロナノワイヤーＬＥＤ、ナノワイヤーＬＥＤなどから構成することが好ましい。
【００１６】
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　撮像画像取得部３１は、上記撮像画像Ａを取得して選択部３２に供給する。
【００１７】
　選択部３２は、上記撮像画像取得部３１が取得した各撮像画像から、制限情報を参照し
て提示すべき撮像画像を選択する。ここでいう制限情報とは、下記制限情報生成部３５が
生成した情報であって、各撮像画像から提示すべき撮像画像を選択する際に参照する情報
である。
【００１８】
　表示部３３は、上記選択部３２が選択した撮像画像を表示する。表示部３３は、例えば
小型の表示パネルであってもよい。本実施形態において、表示部３３は例えば視聴者のゴ
ーグル、グラスに付いている小型表示装置であるが、本実施形態はこれに限定されるもの
ではない。
【００１９】
　また、上記撮像画像Ａは静止画像であってもよいが、動画像であることが好ましい。具
体的には、撮像画像取得部３１には、移動体の目線で捉えた情報が撮像装置１０を介して
送信される。このような構成により、視聴者には臨場感、緊張感、躍動感と更なる期待感
などを提供することができる。
【００２０】
　また、携帯型表示装置３０は、さらに撮像部３４および制限情報生成部３５を有するこ
とが好ましい。撮像部３４は、例えば上記移動体に関連するＱＲコード（登録商標）を撮
像する。撮像部３４は、前記撮像装置１０と同じ構成を備えてもよいが本実施形態はこれ
に限定されるものではない。
【００２１】
　また、上記ＱＲコードとは、一例として、上記移動体が人で演技者の場合に、当該演技
者が出演するイベントのチケットに印刷したバーコードなどである。他の例として、上記
移動体が動物で競争馬の場合に馬券に印刷したバーコードなどが挙げられる。
【００２２】
　さらに他の例として上記移動体が人で競技者の場合に、当該競技者が出場する競技会、
試合のチケットに印刷したバーコードなどである。ここで試合とはアメリカンフットボー
ル、サッカー、野球などがあげられる。
【００２３】
　制限情報生成部３５は、上記撮像部３４が撮像した撮像画像Ｂを参照して上記制限情報
を生成する。
【００２４】
　上述したように、制限情報とは、制限情報生成部３５が生成した、各撮像画像から提示
すべき撮像画像を選択する際に参照する情報である。より具体的には、例えば制限情報は
、上記ＱＲコードに関係付けられた移動体の撮像画像のみが選択可能とするように制限す
る情報である。制限情報は、例えば、上述したイベントの主催者等によって適宜設定する
ことができる。
【００２５】
　携帯型表示装置３０は、上記表示部３３が表示する撮像画像Ａを撮像した撮像装置１０
が取り付けられた移動体の位置情報（第１の位置情報）を取得する位置情報取得部３６を
更に備えることが好ましい。
【００２６】
　位置情報取得部３６が取得した位置情報を視聴者に提供する構成とすれば、視聴者が、
移動している移動体の現在位置を常に把握でき、移動体を容易に追従することができる。
【００２７】
　携帯型表示装置３０は、上記位置情報取得部３６が取得した位置情報である第１の位置
情報と、当該携帯型表示装置の位置情報であって、携帯型表示装置３０が備える位置検出
部３８が検出した第２の位置情報とを参照して、当該第１の位置情報が示す位置と、当該
第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する相対位置算出部３７を更に備えている
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ことが好ましい。相対位置算出部３７により算出された相対位置情報が上記表示部３３に
供給され視聴者へ表示される。
【００２８】
　上記の構成によれば、例えば演技場でコンサートまたは競技を視聴している視聴者は、
演技者と距離感があっても、視聴者が携帯型表示装置３０を通じて、演技者と一体化とな
った臨場感を共有できる。すなわち、視聴者は、あたかも自分がコンサートまたは競技に
参加しているかのように感じることができ、一層の臨場感、期待感などを視覚から受け入
れることが可能となる。このように、本実施形態に記載の構成によれば、トランスファー
現実（乗り移り現実）とでも呼べるような世界を実現することができる。
【００２９】
　また、演技者が競技選手の場合、撮像装置１０が当該競技選手の目線から見た撮像画像
Ａを撮像して撮像画像供給装置２０に供給し、また第１の位置情報も撮像画像供給装置２
０に供給する。そして、撮像画像供給装置２０は、上記撮像画像Ａと、上記第１の位置情
報とを下記の携帯型表示装置３０の撮像画像取得部３１と、位置情報取得部３６とにそれ
ぞれ供給する。携帯型表示装置３０は、取得した撮像画像Ａ及び第１の位置情報に対して
各種の処理を行うことにより、当該競技選手の現在の競技状況（例えば車速、周回数、順
位など）を表示部３３にて視聴者へ表示する。また当該競技選手の現在の健康情報（例え
ば血圧、脈拍数、心拍数など）を測定する測定器を撮像装置１０がさらに備えることによ
り、上記健康情報を携帯型表示装置３０に送信し、携帯型表示装置３０が上記健康情報を
リアルタイムで表示する構成としてもよい。このような構成によれば、携帯型表示装置３
０は、例えば視聴者の現状把握と、管理者が行う競技選手の体調管理とに寄与できる。
なお、上記健康状態を測定する測定器は、撮像装置１０とは別体として表示システム１が
備える構成としてもよい。また、上記健康情報を提示する提示装置を、携帯型表示装置３
０とは別体として表示システム１が備える構成としてもよい。これらの構成も本明細書に
記載の発明に含まれる。あるいは競技選手は撮像装置１０を身に着けてなくてもよい。
【００３０】
　上述した点に関し、より具体的な例を説明すれば以下の通りである。携帯型表示装置３
０は、競技選手あるいは競争馬を表示する。また、携帯型表示装置３０は、前記競技選手
あるいは競争馬の現時点での順位、速度、距離、周回数などが前記携帯型表示装置３０に
映像と同時に文字などで表示する。
【００３１】
　これらの順位、速度、距離、周回数などを示す情報は、
　（１）対象の競技選手あるいは対象の競争馬に装着された撮像装置１０から取得した位
置情報、及び、
　（２）その他の競技選手あるいはその他の競争馬に装着された撮像装置１０から取得し
た位置情報
を参照することにより、例えば、撮像画像供給装置２０において生成される。生成された
順位、速度、距離、相対距離、周回数などを示す情報は、携帯型表示装置３０に供給され
る。
【００３２】
　視聴者Ｓ１が競技場内に居る場合、携帯型表示装置３０の表示部３３の相対位置（相対
距離）の値が小さくなる。言い換えれば視聴者に選択部３２で選択した競技者Ｅ１が近づ
いてきていることを意味します。この時、視聴者はより期待感、共有感を持つことあるい
は得ることができる。
【００３３】
　ここで視聴者は、サーキット場、自転車競技場、陸上競技場、サッカー場、屋内体育館
、競艇場、オートレース場などで観戦している観戦者であって、競技者は各競技場で競技
している競技者を言う。
【００３４】
　さらに、図７を参照して後述するように、前記競技選手と視聴者あるいは管理者の関係
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が、例えば前記競技選手と視聴者あるいは管理者を言い換えればコーチが指導する選手と
コーチという関係であって、競技というよりは練習中あるいはトレーニング中に上記健康
情報（例えば血圧、脈拍数、心拍数など）を日々把握できるため、出場する大会、試合に
向けて競技選手の体調を最適な状態にすることが出来る。
【００３５】
　競技選手又は競争馬の血圧、脈拍数、心拍数などの健康状態も上記測定器により測定さ
れ、測定されたデータが携帯型表示装置３０に提供される。携帯型表示装置３０は、健康
状態を、映像と同時に文字などを用いて表示する。このため、医学的にも競技選手や競争
馬の体調管理などに効果がある。なお、測定器としては貼り付け可能な軽量、薄膜ないわ
ゆるウエアブルと言われる測定器を利用してもよい。あるいは、貼り付け可能な測定器を
競技者のユニホーム、ウエア―に備えたり、ユニホーム、ウエア―の内部に設けるあるい
はユニホーム、ウエア―と一体となっている構成としてもよい。
【００３６】
　なお、本実施形態における情報伝達の方式については、例えば撮像画像Ａ、第１の位置
情報等の情報伝達の方式については、通信ネットワーク等にて実現できる。通信ネットワ
ークは電話網を含み得る。また、通信ネットワークは、有線と無線の両方を含んで構成さ
れてもよい。通信ネットワークとして、電話網ではなく、例えば、インターネットを用い
てもよい。
【００３７】
　また、上述の例では、主として公営競技などを例に挙げたが、本実施形態はそれだけに
限定されるものではなく、モーターレース、自転車競技（トラックレースやロードレース
など）、ランニング競技（トラックレースやマラソン大会など）、競馬、モーターボート
やヨットによるレース、軍事、オリンピック（例えば２０２０年東京五輪）、世界選手権
（陸上、水泳、バレーボールなど所謂スポーツ）などに関するものとすることもできる。
これらに適用する際にも、対象となる競技者、動物、及び車などの移動体に、撮像装置１
０を装着することにより、これらの移動体に乗り移ったかのようなトランスファー現実（
乗り移り現実）を実現することができる。
【００３８】
　＜実施形態１の変形例＞
　以上の例では、携帯型表示装置３０が相対位置算出部３７を備える構成を例に挙げたが
、本実施形態において相対位置算出部３７は必須ではない。例えば、演技場あるいは競技
場外に視聴者が居る場合、相対位置情報を算出しない構成としてもよい。このような構成
の例を、図２を参照して説明する。
【００３９】
　図２は、本変形例の表示システム１Ａの構成を示すブロック図である。図１と比較する
と、図２に示す携帯型表示装置３０Ａは、図１に示した携帯型表示装置３０に比べて、位
置検出部３８と、相対位置算出部３７とが省略されている。また、第１の位置情報が位置
情報取得部３６を介して表示部３３に供給される。表示部３３は、第１の位置情報に基づ
く情報を表示する構成とすればよい。
【００４０】
　これ以外の構成は上記表示システム１と同様であるためその説明を省略する。
【００４１】
　本変形例の構成によっても、上記の実施形態１と同様な効果が奏することができる。
〔実施形態２〕
　以下、図３を参照しながら本実施形態について説明する。
【００４２】
　実施形態１においては、携帯型表示装置３０において制限情報を参照した処理を行った
が、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば画像供給装置（サーバ）において制
限情報を参照する処理を行ってもよい。
【００４３】
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　＜表示システムの構成＞
　図３は、本実施形態に係る表示システム２の構成を示すブロック図である。図３に示す
ように、表示システム２、撮像装置１００と、撮像画像供給装置２００と、および携帯型
表示装置３００とを備えて構成されている。
【００４４】
　撮像装置１００は、撮像部１１０と、および位置検出部１２０とを備えて構成されてい
る。撮像装置１００は、複数の移動体（人又は動物であり、本実施形態においては一例と
して演技者又は競争馬）の各々に取り付けられている。複数の移動体の目線から見た情報
である撮像画像Ａ（静止画像または動画像）を撮像部１１０にて撮像する。上記実施形態
１の撮像装置１０のように、撮像装置１００は、例えば可視光領域の小型カメラであるが
、本実施形態はこれに限定されるものではない。撮像装置１００は、撮像した撮像画像Ａ
を下記の撮像画像供給装置２００における撮像画像取得部２１０に供給する。
【００４５】
　また、撮像装置１００においては、自身の位置を検出する位置検出部１２０を備え、検
出された自身の位置情報（以下、第１の位置情報と呼称する）は下記撮像画像供給装置２
００おける位置情報取得部２５０に供給する。また、上記実施形態１の不図示の位置検出
部のように、一例として、上記位置検出部１２０はＧＰＳ（Global Positioning System
）受信機であるが、本実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、位置検出部１
２０は、さらにその精度を向上させるためにＤＧＰＳ（Differential Global Positionin
g System）受信機であることが好ましく、またさらに屋内位置情報を取得できるためにＩ
ＭＥＳ（Indoor MEssaging System）方式ＧＰＳ受信機であることが好ましい。
【００４６】
　撮像画像供給装置２００における撮像画像取得部２１０と、位置情報取得部２５０とは
、上記撮像装置１００から上記撮像画像Ａと、上記第１の位置情報とを受信する。
【００４７】
　以下、撮像画像供給装置２００の構成について説明する。
【００４８】
　図３に示すように、撮像画像供給装置２００は、撮像画像取得部２１０と、選択部２２
０と、画像供給部２３０と、制限情報取得部２４０と、位置情報取得部２５０と、および
相対位置算出部２６０とを備えて構成されている。
【００４９】
　撮像画像取得部２１０は上記撮像画像Ａを取得して選択部２２０に供給する。
【００５０】
　選択部２２０は、上記撮像画像取得部２１０が取得した各撮像画像から、制限情報を参
照して提示すべき撮像画像を選択する。ここでいう制限情報とは、制限情報取得部２４０
が取得した情報であって、各撮像画像から提示すべき撮像画像を選択する際に参照する情
報である。
【００５１】
　なお、制限情報取得部２４０は外部のサーバから制限情報を取得してもよいし、撮像画
像供給装置２００が備える制限情報生成部が生成した制限情報を取得してもよい。
【００５２】
　また、制限情報取得部２４０は、携帯型表示装置３００が備える撮像部が撮像したＱＲ
コード等の情報を参照して生成された制限情報を取得してもよい。この場合、制限情報の
生成は、携帯型表示装置３００が備える制限情報生成部が行ってもよいし、撮像画像供給
装置２００が備える制限情報生成部が行ってもよい。
【００５３】
　画像供給部２３０は、上記選択部２２０が選択した撮像画像を下記携帯型表示装置３０
０における撮像画像取得部３１０に供給する。
【００５４】
　また、上記撮像画像Ａは静止画像であってもよいが、動画像であることが好ましい。具
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体的には、撮像画像取得部２１０には、移動体の目線から見た情報が撮像装置１００を介
して送信される。このような構成により、視聴者には臨場感、緊張感、躍動感と更なる期
待感などを提供することができる。
【００５５】
　また、画像供給装置２００は、さらに上記制限情報を取得する制限情報取得部２４０を
備えていることが好ましい。一例として、携帯型表示装置３００が撮像部を備える構成と
し、実施形態１と同様に、当該撮像部が撮像した情報を参照して制限情報を生成し、生成
された制限情報を制限情報取得部２４０が取得する構成とすればよい。
【００５６】
　また、画像供給装置２００は、上記選択部２２０が選択した撮像画像を撮像した撮像装
置１００が取り付けられた移動体の位置情報（第１の位置情報）を取得する位置情報取得
部２５０を更に備えていることが好ましい。
【００５７】
　位置情報取得部２５０が取得した位置情報を視聴者に提供する構成とすれば、視聴者が
、移動している移動体の現在位置を常に把握でき、追従することができる。
【００５８】
　また、画像供給装置２００は、位置情報取得部２５０が取得した、位置検出部１２０が
検出された位置情報である第１の位置情報と、下記携帯型表示装置３００における位置検
出部３３０が検出された、携帯型表示装置３００自身の位置情報である第２の位置情報と
を参照して、当該第１の位置情報が示す位置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対
位置を算出する相対位置算出部２６０を更に備えていることが好ましい。
【００５９】
　相対位置算出部２６０により算出された相対位置情報が画像供給部２３０に供給される
。
【００６０】
　そして、画像供給部２３０が受信した表示すべき撮像画像と相対位置情報とは下記携帯
型表示装置３００における情報データ取得部３１０に供給される。
【００６１】
　図３に示すように、携帯型表示装置３００は、情報データ取得部３１０と、表示部３２
０と、および位置検出部３３０を備えて構成されている。
【００６２】
　上述のように、情報データ取得部３１０は、画像供給装置２００から表示すべき撮像画
像と、および相対位置情報とを取得する。
【００６３】
　表示部３２０は、上記情報データ取得部３１０が取得した情報データを表示画面に表示
できるようにデータ変換して表示画面などを用いて表示する。表示部３２０は、例えば小
型パネルであってもよい。本実施形態において、表示部３２０は例えば視聴者のゴーグル
、グラスに付いている小型表示装置であるが、本実施形態はこれに限定されるものではな
い。
【００６４】
　本実施形態の構成によっても、上記の実施形態１と同様な効果が奏することができる。
【００６５】
　＜実施形態２の変形例＞
　上述した実施形態２においては、撮像画像供給装置が位置情報取得部と、相対位置算出
部とを備える構成を説明してきたが、実施形態２の変形例として、携帯型表示装置が位置
情報取得部と、相対位置算出部とを備えてもよい。
【００６６】
　また、この変形例における実施形態２と同様な構成については、同じ番号を付してその
説明を省略する。
【００６７】
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　以下、図４を参照しながら本変形例について説明する。
【００６８】
　図４は、本変形例に係る表示システム２Ａの構成を示すブロック図である。
【００６９】
　図４に示すように、実施形態２と比較すると、前述のように、撮像画像供給装置２００
Ａが位置情報取得部と、相対位置算出部とを備えておらず、携帯型表示装置３００Ａが位
置情報取得部３４０と、相対位置算出部３５０とを備えているのは本変形例の特徴である
。
【００７０】
　以下、実施形態２との相違点について重点的に説明する。
【００７１】
　撮像装置１００における位置検出部１２０が検出された第１の位置情報は携帯型表示装
置３００Ａおける位置情報取得部３４０に供給する。携帯型表示装置３００Ａが備える位
置検出部３３０が検出された第２の位置情報も位置情報取得部３４０に供給する。そして
、位置情報取得部３４０が取得した位置情報が相対位置算出部３５０に供給する。相対位
置算出部３５０においては、第１の位置情報と、第２の位置情報とを参照して、当該第１
の位置情報が示す位置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する。そし
て、相対位置算出部３５０により算出された相対位置情報が撮像画像供給装置２００Ａに
おける画像供給部２３０に供給される。これ以外の構成は実施形態２と同様であるためそ
の説明を省略する。
【００７２】
　本変形例の構成によっても、上記の実施形態１、２と同様な効果を奏することができる
。
【００７３】
　＜表示システムにおいて情報の送信、受信する構成＞
　以下、実施形態１～２、及びそれらの変形例に係る表示システムにおいて情報を送信、
受信する構成を図５を参照しながら説明する。図５は、本発明に係る表示システムにおい
て情報の送信、受信する構成を説明する模式図である。
【００７４】
　図５においては、例えば１つの演技場と、演技場に設置されている１つの大型表示装置
２８０と、３つのＧＰＳ衛星（ＧＰＳ発信機）と、３人の演技者（例えば競輪選手）Ｅ１
、Ｅ２、およびＥ３と、各々が携帯型表示装置３００を所持している視聴者Ｓ１、Ｓ２と
、および１つの撮像画像供給装置（情報伝達装置）２００を例示している。
【００７５】
　ここで、図示しない撮像装置１００が３人の演技者Ｅ１、Ｅ２、およびＥ３にそれぞれ
取り付けられている。演技者Ｅ１、Ｅ２、およびＥ３の目線から見た情報である撮像画像
（静止画像または動画像）が撮像画像供給装置２００を介して携帯型表示装置３００にリ
アルタイムに供給可能である。
【００７６】
　そして、上記画像供給装置２００における選択部２２０は、上記撮像画像取得部２１０
が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選択し、選択した
撮像画像を画像供給部２３０を介して携帯型表示装置３００に供給する。
【００７７】
　上記携帯型表示装置３００は、供給された撮像画像を表示部３２０にて表示し、携帯型
表示装置３００を所持している視聴者Ｓ１、Ｓ２はこの撮像画像を視認できる。
【００７８】
　また、制限情報を適宜構成することにより、各視聴者Ｓ１、Ｓ２が、演技者Ｅ１、Ｅ２
、およびＥ３のうち所望の演技者に取り付けられた撮像装置１００による撮像画像のみを
視認するか、またはすべての演技者からの撮像画像を切替えながら視認することが可能に
なる。
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【００７９】
　＜表示画面の表示内容＞
　図６は、実施形態１～２、及びそれらの変形例に係る携帯型表示装置３０、３０Ａ、３
００、３００Ａの表示画面を示す図である。図６に示すように、携帯型表示装置３０、３
０Ａ、３００、３００Ａの表示部３３、３２０には、速度、周回数、及び、撮像装置１０
を装着した対象競技者（図６におけるＥ５）の順位が、対象競技者以外の競技者（図６に
おけるＥ１～Ｅ４）を示す画像と共に表示されている。ここで、撮像装置１０を装着した
対象競技者を、表示部３３、３２０に表示する構成を例に挙げているが、これは本実施形
態を限定するものではなく、対象競技者を、表示部３３、３２０に表示しない構成として
もよい。また、撮像装置１０を装着した対象競技者を、対象競技者以外の競技者と識別可
能に表示する構成としてもよい。例えば、撮像装置１０を装着した対象競技者を、対象競
技者以外の競技者とは異なる色や透明度を用いて表示する構成としてもよい。
【００８０】
　図７は、上記の実施形態１～２、及びそれらの変形例に係る表示システムにおける視聴
者がコーチである場合を示す模式図である。競技選手Ｋ１～Ｋ５と競技選手を指導するコ
ーチとの関係で、競技することを含めて、日常の練習中あるいはトレーニング中に競技選
手の健康情報（例えば血圧、脈拍数、心拍数など）を把握できるため、コーチＳ１が、出
場する大会、試合に向けて競技選手の体調を最適な状態にすることが出来る。
【００８１】
　図８は、上記の実施形態１～２、及びそれらの変形例に係る表示システムの構成を示す
模式図である。図８に示す例では、視聴者３０は、競技場内ではなく、競技場とは別の建
物（例えば自宅）の屋内に居る。この場合、視聴者が競技場内にいる場合と違って、相対
位置算出部３７は必須ではなくなる。このような環境では、実施形態１の変形例として説
明した表示システム１Ａを好適に適用することができる。その場合、表示部３３には、例
えば、単に第１の位置情報に基づく情報を表示する構成とすればよい。
【００８２】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
　携帯型表示装置３０、撮像装置１００、撮像画像供給装置２００の制御ブロック（特に
撮像画像取得部３１、選択部３２および表示部３３、相対位置算出部３７、情報データ取
得部３１０等）は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハードウェア）に
よって実現してもよいし、ソフトウェアによって実現してもよい。
【００８３】
　後者の場合、携帯型表示装置３０は、各機能を実現するソフトウェアであるプログラム
の命令を実行するコンピュータを備えている。このコンピュータは、例えば少なくとも１
つのプロセッサ（制御装置）を備えていると共に、上記プログラムを記憶したコンピュー
タ読み取り可能な少なくとも１つの記録媒体を備えている。そして、上記コンピュータに
おいて、上記プロセッサが上記プログラムを上記記録媒体から読み取って実行することに
より、本発明の目的が達成される。上記プロセッサとしては、例えばＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）を用いることができる。上記記録媒体としては、「一時的でない有形の
媒体」、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）等の他、テープ、ディスク、カード、半導
体メモリ、プログラマブルな論理回路などを用いることができる。また、上記プログラム
を展開するＲＡＭ（Random Access Memory）などをさらに備えていてもよい。また、上記
プログラムは、該プログラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等
）を介して上記コンピュータに供給されてもよい。なお、本発明の一態様は、上記プログ
ラムが電子的な伝送によって具現化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも
実現され得る。
【００８４】
　本発明の態様１に係る携帯型表示装置（３０）は、複数の移動体の各々に取り付けられ
た撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得部（３１）と、上記撮像画像取得
部が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選択する選択部
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（３２）と、上記選択部が選択した撮像画像を表示する表示部（３３）とを備えている。
【００８５】
　上記の構成によれば、携帯型表示装置（３０）の所持者（視聴者）は、表示部（３３）
に表示された演技者に関する撮像画像を視認することができ、演技者と距離感があっても
、視聴者が携帯型表示装置を通じて、演技者と一体化となった臨場感を共有できる。
【００８６】
　本発明の態様２に係る携帯型表示装置（３０）は、上記態様１において、撮像部（３４
）と、上記撮像部（３４）が撮像した撮像画像を参照して上記制限情報を生成する制限情
報生成部（３５）とを更に備えていてもよい。
【００８７】
　上記の構成によれば、携帯型表示装置は、ＱＲコード等を撮像して制限情報を生成する
ことができる。
【００８８】
　本発明の態様３に係る携帯型表示装置（３０）は、上記態様１又は２において、上記表
示部（３３）が表示する撮像画像を撮像した撮像装置が取り付けられた移動体の位置情報
を取得する位置情報取得部（３６）を更に備えていてもよい。
【００８９】
　上記の構成によれば、移動体（演技者または競争馬などの動物）の位置情報を常時に把
握することができる。
【００９０】
　本発明の態様４に係る携帯型表示装置（３０）は、上記態様３において、上記位置情報
取得部（３６）が取得した位置情報である第１の位置情報と、当該携帯型表示装置（３０
）の位置を示す位置情報である第２の位置情報とを参照して、当該第１の位置情報が示す
位置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する相対位置算出部（３７）
を更に備えていてもよい。
【００９１】
　上記の構成によれば、視聴者に対する移動体（演技者または競争馬などの動物）の相対
位置情報を常時に把握することができる。
【００９２】
　本発明の態様５に係る携帯型表示装置（３０）は、上記態様１から４の何れかにおいて
、上記移動体は、人又は動物であってもよい。
【００９３】
　上記の構成によれば、視聴者は、上記人又は動物の目線に合わせることができる。
【００９４】
　本発明の態様６に係る画像供給装置（２００）は、複数の移動体の各々に取り付けられ
た撮像装置が撮像した撮像画像を取得する撮像画像取得部（２１０）と、上記撮像画像取
得部（２１０）が取得した各撮像画像から、制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選
択する選択部（２２０）と、上記選択部（２２０）が選択した撮像画像を携帯型表示装置
（３００）に供給する画像供給部（２３０）とを備えている。
【００９５】
　上記の構成によれば、携帯型表示装置の所持者（視聴者）は、その表示部に表示された
演技者に関する撮像画像を視認することができ、演技者と距離感があっても、視聴者が携
帯型表示装置を通じて、演技者と一体化となった臨場感を共有できる。
【００９６】
　本発明の態様７に係る画像供給装置（２００）は、上記態様６において、上記制限情報
を取得する制限情報取得部（２４０）を更に備えていてもよい。
【００９７】
　上記の構成によれば、画像供給装置は、ＱＲコード等を撮像して制限情報を生成するこ
とができる。
【００９８】



(13) JP 2019-57802 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

　本発明の態様８に係る画像供給装置（２００）は、上記態様６又は７において、上記選
択部（２２０）が選択した撮像画像を撮像した撮像装置が取り付けられた移動体の位置情
報を取得する位置情報取得部（２５０）を更に備えていてもよい。
【００９９】
　上記の構成によれば、移動体（演技者または競争馬などの動物）の位置情報を常時に把
握することができる。
【０１００】
　本発明の態様９に係る画像供給装置（２）は、上記態様８において、上記位置情報取得
部（２５０）が取得した位置情報である第１の位置情報と、上記携帯型表示装置（３００
）の位置を示す位置情報である第２の位置情報とを参照して、当該第１の位置情報が示す
位置と、当該第２の位置情報が示す位置との相対位置を算出する相対位置算出部（２６０
）を更に備えていてもよい。
【０１０１】
　上記の構成によれば、視聴者に対する移動体（演技者または競争馬などの動物）の相対
位置情報を常時に把握することができる。
【０１０２】
　本発明の態様１０に係る画像供給装置（２００）は、上記態様６から９の何れかにおい
て、上記移動体は、人又は動物であってもよい。
【０１０３】
　上記の構成によれば、視聴者は、上記人又は動物の目線に合わせることができる。
【０１０４】
　本発明の態様に係る表示システム（１、２、２Ａ）は、複数の移動体の各々に取り付け
られた撮像装置（１０、１００）と、画像供給装置（２０、２００、２００Ａ）と、携帯
型表示装置（３０、３００、３００Ａ）とを含む表示システムであって、上記画像供給装
置（２００、２００Ａ）は、上記各撮像装置（１００）が撮像した撮像画像を取得する撮
像画像取得部（２１０）と、上記撮像画像取得部（２１０）が取得した各撮像画像から、
制限情報を参照して提示すべき撮像画像を選択する選択部（２２０）と、上記選択部（２
２０）が選択した撮像画像を携帯型表示装置（３００、３００Ａ）に供給する画像供給部
（２３０）とを備えており、上記携帯型表示装置（３００、３００Ａ）は、上記選択部（
２２０）が選択した撮像画像を取得する撮像画像取得部（３１０）と、上記撮像画像取得
部（３１０）が取得した撮像画像を表示する表示部（３２０）とを備えている。
【０１０５】
　上記の構成によれば、携帯型表示装置（３００、３００Ａ）の所持者（視聴者）は、表
示部（３２０）に表示された演技者に関する撮像画像を視認することができ、演技者と距
離感があっても、視聴者が携帯型表示装置を通じて、演技者と一体化となった臨場感を共
有できる。
【符号の説明】
【０１０６】
１、１Ａ、２、２Ａ　表示システム
１０、１００　撮像装置
２０、２００、２００Ａ　撮像画像供給装置
３０、３０Ａ、３００、３００Ａ　携帯型表示装置
３１、２１０　撮像画像取得部
３２、２２０　選択部
３３、３２０　表示部
３４　撮像部
３５　制限情報生成部
３６、２５０、３４０　位置情報取得部
３７、２６０、３５０　相対位置算出部
３８、１２０、３３０　位置検出部
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２３０　画像供給部
２４０　制限情報取得部
３１０　情報データ取得部
２８０　大型表示装置
３５０　演技場または競技場
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３　視聴者
Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５、Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５　演技者または競技者

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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